
                  

 記者発表資料  

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ ８ 日 

国土交通省東北地方整備局 

小 名 浜 港 湾 事 務 所 

「相馬港沖防波堤」復旧事業の完了 

に伴う銘板除幕式を行います 

 

 

 

 
 
 

※銘板とは：事業名、完成時期、事業主体、目的などを記したもの 

小名浜港湾事務所では、震災直後から相馬港の港湾機能の早期回復を目指して、沖防波堤の

早期復旧方策の検討を進め、関係する行政機関や民間事業者、さらに地元関係者等の協力を得

ながら、災害復旧事業を進めてまいりました。 

災害復旧事業は、平成 24 年 3 月に現地着手し、震災から 7 年で復旧を遂げました。この復旧

事業では、巨大津波に対して粘り強く抵抗する構造を採用したほか、津波で飛散した消波ブロックを

有効活用し、工期短縮に取り組むなど、様々な工夫を凝らしております。 

この復旧事業を後世に伝えるとともに相馬港のさらなる飛躍を祈念して、銘板を沖防波堤（新地

町）及び相馬市伝承鎮魂祈念館付近（相馬市）の２箇所に設置して、除幕を行います。 

なお、相馬港では、港の整備とともに周辺道路整備も急速に進むなど、物流ネットワークの進展に

併せ、引き続き、安全・安心で生産性の高い相馬港を目指して、港湾機能の充実強化に取り組ん
でまいります。 
〔 銘板除幕式 〕 
１．日  時 平成 30年 4月 21日(土) 13：30～ 
２．場  所 相馬市伝承鎮魂祈念館（相馬市原釜字大津 270） 
３．出席者 約 10 名 
４．次第（案） 

1) 開式 
2) 主催者挨拶（小名浜港湾事務所長） 
3) 相馬市長、新地町長挨拶 
4) 相馬市議会議長、新地町議会議長挨拶 
5) 出席者紹介 

6) 銘板除幕 
7) 閉式 

５．取材の申し込みについて 
別紙②申し込み様式にてお願いします。 

【お問い合わせ先】 

国土交通省東北地方整備局小名浜港湾事務所 企画調整課  佐藤
さ と う

・寺島
て ら し ま

 

ＴＥＬ：０２４６－５３－７１４２ ／ ＦＡＸ：０２４６－５３－２９１２ 
 

【投込先】福島県政記者クラブ、南相馬記者クラブ     

福島県相馬港では、東日本大震災により甚大な被害を受けた沖防波堤の災害復旧工事が 

３月１５日に完成しました。 

「相馬港沖防波堤」災害復旧事業の完了に伴い、この事業を後世に伝えることを目的に設置 

した銘板の除幕式を 4月 21日（土）に行います。 

 

 



                  

 

○沖防波堤復旧状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○銘板設置状況〔銘板サイズ：Ｈ800mm×Ｗ1200mm〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 台座には、津波により壊れた沖防波堤の消波ブロックの一部を再利用しています。 
 

○銘板設置位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙①  

 震災後（H23 年 9 月） 

 現在（H30 年 3 月） 

相馬港沖防波堤

銘板設置位置銘板設置位置

１号ふ頭
２号ふ頭

３号ふ頭

４号ふ頭

５号ふ頭

松川浦漁港

相馬LNG基地

相馬共同火力発電所

伝承鎮魂祈念館


